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細目レベル市場単価の

て
． 成立条件

前 回は 「内 訳 書不 要 論Ｊ お よ び 「原価 開 示不 可

能 論」 が 言 説と して 存 在す る こ とを 述べ， そ れら

の 意 味す る とこ ろ， お よ びそ れ らの 言説 が 暗 に前

提 と して いる であろ う 条 件を 考 察 した。 今 回 は，

ザ細目内訳書 に元一下取引実勢単価の調査結果を

値 入 れす る べき だ」 と す る説 を とり あ げる。 こ れ

は， 前 回 末 尾 に 掲 げ た ａ．
か ら ｅ

．の ５ つ の 方 向 の 中

でい え ば

Ｃ．〔細目内訳書必要〕×〔原価性単価値入れ〕

二仕入れ市場単価を値入する方向

に該 当 し，お よ そ 次の よう な 意 味 だと 理解 さ れる。

・ 公共工事の発注者側は内訳書を独自に作成

す る 。

・ その 内 訳書 は 種目 内 訳， 科 目 内訳 の レベ ル

だ け でな く，細 目内 訳の レ ベル が 必要 で あり，

基本になる。（予定価格の上限絶対性の根拠と

な る精 度 を 確保 する た め）

・ そ の 細 目 の 各 項 目 に 細 目 単 価 を 値 入 れ す

る。（た とえ ば普 適 型枠 の 面平 米 当り の 施 工単

価）

・ そ の細 目 単 価は， 元請 と １次 下 請と の 取引

単価 （元請の仕入れ単価） の推定値である。

た だ し， 実費 精 算 契約 す なわち 前 回 の

ｅ、〔当 プロ ジ ェク トに おけ る 実際 原 価開 示〕

こ直営または実費精算契約の方向

で はな い か ら， 元一下取引 価 格 や 単価 と いっ ても，

そ の当 該 工事 （プロ ジ ェク ト） の 元一下 契 約や 仕 入

れ価格 の 単価 で は ない。 総 価 契約 に お ける 事前 見

積 りの 内 訳書 の 値 入 れ単価 で ある。 した がっ て，

過去の元一下取引実例単価を参考 にした 予測の単

価 で あ る。

この 単 価 の概 念 は，
ギ建 築 市場 単価 方 式」とも 呼

ばれて お り， そ の 実現 のた め にコ ス ト 研な どにお

い て 精力 的 に調 査 研究 が 進め ら れて い る。 その 目

的や 意図 な どにつ いて は， た びた び公 表さ れて い

る の で こ こ で は 触 れ な い
。

た だ， こう した 方 式が 円滑 に 軌 道に 乗っ て 所期

の ねら い を挙 げて いく た め に は， 適用 対 象 と成 立

条件整傭の慎重な事前検討が必要と思われる。 そ

う した 点 では いく っ かの 懸 念や 疑 悶 が残 って い る

よう に 筆 者 は感 じて い る。

建築市場 単価 方式が 円滑 に実 施さ れるた め には，

少なく とも， つ ぎの ような 条件が前提 になる。

１ 適用 対 象 とす る 工種 細 目の 取引 に 関 して，

健 全 な市 場 が成 立 して いる こ と。

２ 内訳書の細目に対応した市場単価が存在し

て い る こ と
。

３ そ の 単価 情報 が 把 握可 能 であ り， オ ー プ ン
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に入 手 可能 で ある こ と。

堪 現実の設計内容や施工条件に適用可能にす

る仕 組 み を備 えて い る こと。

５ 市場価格の異常な低単価化や高位硬直化な

どをチ ェ ック な い しモニ タ ー する 機能 をも つ

こ と
。

市場 や 市場 価 格が 形 成さ れて いる か どう か は，

工 種 や 材 種 晶 目 な どに よ っ て 相 当 に 事 情 が 異 な

る。 そ れ が形 成さ れて いる と こ ろで は， そ れ に拠

る の が最 も 自然 であ り， ある べき 姿 であ ろ う。 し

か し， そ れ が形 成さ れ て いな い とこ ろ で市 場 単価

方 式 を強 行 す れば 好ま しく な い 状態 に 陥る。 好ま

しく ない 状 態 とは， た と え ば どん な状 態か ？ こ

の 点 を検 討 して おく 必 要 が ある。

そ の 前に， 市場 や市 場 価格 そ して 市 場単 価 の 定

義 い か んに よっ て， 成 立 してい る い ない の答 え が

異 な っ て く る。 そ の 定 義 は 難 し い。
と り あ え ず

，

健 全な 市場 と 言っ て おく が， そ の 条 件 は， ①競 争

性 が十 分 に実 現 して い る こと， ② そ の競 争 が健 全

で ある こ と， ③ 競争 の 条件 に 関す る 情報 が 明示 さ

れ て いる こと， ④晶 質 内容 情 報 と対 応 して 市場 価

格 が形 成さ れて いる こ と， と いう 前 報の 内 訳 不要

論 の 前提 条 件， と して 挙 げた 条 件 とほ ぼ同 じ と考

え て おい て もい い だろ う。 た だ， 単 価 の対 象 レベ

ル が 異 な る。 前 回 の は建 物 総 価 レ ベ ル に 関 して

言 っ てい る が， 今 回の は 細 目レ ベ ルの 価格 や 単価

に つ い て 言 っ て い る。

な お， 健 全 な市 場 は， ⑤ 需給 に よる 変動 を 反 映

す る， ⑥ 原 単 位要 素の 価 格 変動 を 反映 する， と い

う 性 質 を持 つ。 変 動 する か ら健 全 でな い と は決 し

て言 え な い。 しか し， こう いう 価 格変 動 を過 度 に

増幅させて反映する市場は健全な市場ではないだ

ろう。 した が って， 上 方ま た は下 方へ の 価格 変 動

を 過度 に増 幅 した り， 原因 が なく なっ て もま だ 増

幅 し続 け るよ う な作 用 を持 つ 価格 情 報 システ ム は

好 ま しく ない。 また， 需給 変 動や 原単 位 要 素価 格

の変動を全く反 映しないの も健全 な市場 ではな

い。 なん らか の 人為 的 操作 が ある か も知 れ ない。

さ て，
「好 ま し い 状 態」 と か「好 ま し く な い 状 態Ｊ

とは何か？ これを建築市場単価方式の可能態

と し て 検 討 し て お き た い
。

畷
建築市場単価情報の

２
、 望ま しい循環 （回路１）

建築市場単価方式の正確な意図を筆者はかなら

ず しも 理 解 してい な い が， 今 後の 議論 を でき る だ

け 具体 的 にす るた め， あえ て以 下 に ひと つの 解 釈

を 書い て みる。 間違 って い る 点は ご指 摘 を いた だ

き た い 。

（！） 対 象 とす る 工種 や 晶目 の 細目 に 関 して， そ の

実勢 単 価 が形 成さ れてい る。

（２） その情報がそれを必要とする者誰にでも共通

に 入手 可 能 である。 そ の情 報 媒体 は， 現 行の 価

格 情報 刊 行物 のよ う な 形態， ある い はそ れ を電

子 化， ネ ッ トワ ーク 化 した 形 態 となる だ ろう。

（３） その 情 報源 の 経 路と 信頼 性 が間 題 で ある が，

な ん らか の形 の 調 査に よる こ と にな る。 そう し

た調査が可能であり， 市場単価をよく 把握した
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積 算単価 に関す る考察 【８】

もの で な けれ ばな ら ない。 実 際の取 引 価 格や 単

価 を実 際 に把 握 でき るか 否 か が鍵 にな る。

（４） つ ぎ に， 利用 シス テム の側 が整備 さ れ る こと

が必 要 で ある。 そ の なか に は， 時 期や 地 域や 多

様 な仕 様 やロ ッ トそ の 他の 施工 条 件 な どに応 じ

て加工利用する方法をも含む。 価格情報提供 シ

ステ ム が 直接 調査 し， 提 供 でき る の は対 象工 種

の なか で もさ ら に限 定さ れ た 仕様 や施 工 条 件，

取 引条 件 に 限ら れる。 そ れら の基 準 とな る 単価

情 報 とそ の付 随 条件 を も とに， 掲 載さ れて いな

い 条件 の 場合 につ い て も有 効 な推 定 が できる シ

ス テム が 必要 で ある。 施工 の 難易 度 や搬 入 搬出

経 路の 条 件 な どにも 対 応 して な んら かの 補 正 を

可 能に す る こと が望 ま しい。

（５） 以上 を い いか える と， オ ー プ ンな 価 格 膚報提

供 シス テ ム が成 立 して お り， そ の提 供す る 単価

情 報 が市 場 実勢 を 良く 反 映 して いる こ と， 設計

や 施工 条 件 に対 応 可能 で ある こ と である。

（６） モ ニタ ー シス テム をそ な える こ と。 市場 単 価

方式 に移 行 した 工 種， 細 目 につ いて も， 定期 的

に
， お よ び

， 異 常 と 観 測 さ れ る 事 態 に お い て
，

発 動 で き る モ ニ タ ー シ ス テ ム で あ り， た と え ば
，

対象細目を１レベル分解 した要素の市場価格を

もと に歩 掛 り積 上 げ する よう な シス テ ム， た だ

し， 従 来 の を 改 善 し た も の，
な ど で あ る。

（７） 以 上 のよ う な性 質， 機 能 をも つ 価格 情 報 シス

テム が 部分 的 に でも 形成， 育成 さ れて い け ば，

そ れ自 体が 次 第に 信 頼健 を獲 得 し， ま す ます 存

在価 値 を高 め てい く。 そ う した 好 ま しい 循環 の

軌 道に のせ て いく こ と が望 ま れる 順当 な 回 路で

あ る 。

まず は， 予 傭調 査 によ っ て 最も 市場 性 の高 い こ

と が認 め ら れた少 数 の 工種 か ら試 行す る べき で あ

る。 五 工 種の な かの 数細 目 だ けか ら始 め る こと で

も 価値 が ある と 思う。（なぜ な ら， 実 際の 価 格情 報

が 円 滑に 流 通 しな い工 種， あ る いは 信頼 できる 市

場価格情報が入手しにくい領域では， 健全な市場

価 格 は形 成さ れ な い。 そう い う工 種カ）ら適用 す る

と， 市場 単 価方 式 の将 来 のた め に逆 効 果に なり か

ね な い）
。

市場 価 格 情報 シス テ ム の情 報コ ンテ ンツ であ る

単 価 情報 の 信頼 性 を高 める こ と にな っ てい け ば，

この 情報 シス テ ム が 逆に市 場 価 格， 市 場単 価 を形

成 して い く。 さ ら に は健 全な 市場 を 形 成 して いく

好ま しい 循 環の 回 路 がで きる。 にわ と り と卵 のよ

うな関係 である。 少数の工種や晶目で有効性が認

知されれば， 市場単価方式に移行できる工種も増

や し て い け る だ ろ う。

鰯
好ましくない回路の

３
． いくつか

生産者相互間の個別取引（元請一下請け取引） の

実際の価格情報は， 当事者以外には本来知り得な

い という 性質 をも っ て いる。 そ れは， 前 回考 察 し

た総価契約での原価開示不可能論と共通する性質

で ある。 建築 市場 単 価 方式 は こう した 個 別取 引 の

情 報 をあ えて 把 握 して 活用 し よう と する も ので あ

る。 した がっ て， こ の点 か ら 来る 困難 な 課題 を 抱

え てい く こ とは 避 けら れな い。 そ れ を どの よう に

突破するのかが建築市場単価方式を円滑に実施し

４２ 建築コスト研究 脚 ＡＵ刊 洲



て いく た め の大 き な 課題 で ある （情 報 源 の間 題）。

しか し， もう ひと つ 大き な 課題 が あり， そ れは弊

害を 排 除す・る こと で ある。 どん な 間題 が 生 じる か

をす べて 予 想 する こ と は無 理か も し れな い が， 当

然予 想さ れ る よう な 事態 は 考 えて おく べ き だ し，

防止 策 を伴 っ た シス テム に して お く べき で ある。

避 け る べき シナ リ オ， 悪 循環 回路 （逆 回 路） と

し て
，

少 な く と も 次 の よ う な も の が あ ろ う。

表一１ 避 けるべきシナリ才

回路２ 際隈ない低単価化への循環

（建設技能など産業基盤の破壊）

回路３ 際隈ない高単価化への循環

（バブル期のような特異時期の増幅作用）

回路４：二重単価， 多重単価の形成

（市場単価方式の形骸化）

回路５：単価水準維持の価格操作

（競争市場の形髄化）

回路６：事実上の公定価格制度化

（公 定 価格 の弊 害 と して の 回路 遂 また は

５の発生）

い ず れも， は じめ から 一 挙に そう な るわ けで は

なく， その 方 向 への 一違 の 挙動 が 違鎖 し， か つ，

毛 れが 同型 に 繰り 返さ れる こ とに よっ て， そ う い

う 方 向 に変 質 して い く という お そ れ があ り， そ の

意 味 で 回 路 と いう 言 葉 を つ かった。 シ ナ リ オ と

いっ て も いい が， 意 図 し ない 望ま な い状 態 を指 し

て い る。
ま た

，
回 路 は ど こ か で 別 の 回 路 に リ ン ク

する かも し れな い。 回 路 ４が， 回路 ５ と一 体 化す

る こ と も考 え られ る。 そ れ は， 回路 ２ を脱 出 する

た め の エス ケー プ回 路と して そう なる こ とも あ ろ

う 。

こ の う ち の １ つ，
２ つ に つ い て 以 下 に 考 察 し て

い く 。

騒
際限ない低単価への循環

４
、 （回路２）

元請 レ ベ ルで も専 門 工事 業 者 レベ ル でも， 価 格

競 争 が有 効 に働き， か つそ れ が激 しい環 境 にお い

て， そ の 実 勢取引 単価 を反 映 する 市 場 単価 は どう

働 く こ と に な る の だ ろ う か
。

（１） ある 工 種の あ る細 目 につ い て， あ る 時期， 地

域， 施 工条 件， 取 引 条件 の も とで の実 勢 元一下取

引 市 場 単 価 が 平米５，０００円 で あ る と い う 信 頼 性

の高 い情 報 が流 通 して いる と仮 定す る。 こ の情

報を発注機関， 元請企業， 下請け企業などが共

通 に知 り 得る 状態 で ある。

（２） ここ で その 地域， 時期 に， ある 建築 プロ ジェ

ク トが 準 備さ れ， 発 注者 は， その 予定 価 格設 定

のた め の 内訳 書 に この 単価 そ のも の を入 れる。

市 場単 価 が知 り 得る 工 種， 細 目 は同 様 にする。

市場単価情報がないため参考見積り徴収その他

の 情 報に よっ て 値 入 れする 工 種 も当 然 ある。 こ

う して求 め た直 接 工 事費 に， こ の分 野 の公 共 工

事に 標準 的 な諸 間 接費 を 加算 してい く。 基 本 的

に はこ れが 予 定価 格 を形 成す る。

（３） 入札に参加する元請企業各杜も同様に積算す

る。 しか し， 参加 者 の競 争 が有 効 に働 い てい る

環境 に お いて は， こ のま ま の単 価 を入 れた の で

４３



積算単価に関する考察 【８】

は競 争入 札 に勝 て な いの が普 通 だ ろう。 受注 意

欲の 強さ や コス ト縮 減見 込 み等 に 応 じて， 一 種

の競 争 的な 値引 き が 行わ れ る。 そ のコ ス ト削 減

分 を どこ で行う か。 直接 工 事費 の 単価 を た とえ

ば４，８
００円 に して，あ る いは 間 接費 部分 の どこか

で， あ る い はこの 双 方 で下 方調 整 を行 う こ とに

な る。

（４） Ａ杜 が 落札 した とす る。 こ の工 種 の専 門 工事

業 者の 数 社 から 見積 り を とる とす る。 専 門 工 事

業 者も こ の 工種 の市 場 単価 惰 報 を知っ て い る。

しか し，そ の まま５，ＯＯＯ円 を単 価 と して見 積 り を

提 出 した ら 受 注 で き な い 環 境 に あ る と す る。

５，
２００円，

忽
，８００円 な ど さ ま ざ ま な 提 示 が あ り

，

交 渉 があ った と して も，比 較 的低 単 価の４，５００円

で提示したＢ杜がＡ杜と下講契約をして仕事を

する可能性が大きい。 元講倒の内訳書単価 （前

項 の 例の遂，８００円な ど）や 実行 予 算の 単 価 をべ 一

ス に そ れを 超 える 下 講 け単価 に な るこ と は少 な

いだ ろう。 同 時期 の 他の 建 築 プロ ジェク ト でも

似た よう な 状 況 があ るか も し れな い。ある い は，

さま ざま に ばらつ い た 単価 で契 約 さ れる か も し

れ な い。

（５） こう した 状 況 にお い て， 価 格 溝報 シス テ ム機

関 によ る市 場 単 価実 勢 調査 が 行わ れる とす る。

ゼ ネ コ ン で あ る Ａ 社 は こ の 調 査 に どう 答 える

か ？ また サ ブコ ンＢ 社 は どう 答 え るか ？ 実

際 の 取 引 契 約 は４，５０ 旧 を 単 価 と す る も の で

あ っ た
。

だ が
，

４
，
５００円 は 特 例 で あ っ て

，
相 場 の

実 勢 は 価 格情 報 機 関 が 提 供 す る５，Ｏ００円 だ と い

う 論 理も あ る だろう。 しか し， そ れは 回路 ４ へ

（６）

１７）

とつ な がる 道 であ る。

期 待さ れて いる の は， どち らも 実際 の 契約 の

４，５００円 を 答 える 態度 で ある。調 査 の本 来 の主 冒

に沿 っ た 忠実 な 回答 で ある か らで あ る。 そ の影

響 は どう なる だ ろう か？

次の 時期 の 調 査機 関 の収 集 デー タ は， こ の工

種 の 単 価 は４，５００円 を 反 映 した も の に な る だ ろ

う。 発 注 者 も 前 回５
，
０００円 だ っ た と こ ろ に４，５００

円 を代 入 した 値 入 れを する こ と にな る。

さて， 次の 時 期以 降 の建 築 プロ ジ ェク トにお

い ても 上 記 の（！×２）か ら（６）にい た るの と 同型 のサ

イ ク ル をた どる とす る。 公表 さ れる 市 場単 価 の

値 が 変 る だ け で あ る。 そ う す る と
，

た と え ば
，

４
，
ＯＯＯ円， ３

，
６００円， ３

，
３００円 と い う 実 勢 単 価 低 下

の サイ ク ル に陥 る こ とも 可能 性 と して 生 じる。

そ れが（１×２）に代 入 さ れる こ とに よっ て， 間接 費

部 分 も ほ ぼ比例 的 に下 が る か ら， 予 定 価 格も 低

下 す る。

翻
低単価化回路からの

５
． 脱出の道はどこに？

こ のよ う に， ①公 表 さ れる 単 価情 報 を標 準 的を

も の と して 発注 者 が値 入 れす る， ② 元 請 レベ ルで

競争入札の競争性が実際に働いている， ③専門工

事業 者 レベ ル でも 競 争的 環境 が ある， ④ そう した

環境で決まる元一下実勢 単価がそのまま市場単価

と して公 表 さ れる， という こと が 忠実 に 実現 さ れ

る場 合 には， 際 限なく 低 単価 ヘ サイ ク ル を とる，

とい う 事態 に なる お そ れは ない だ ろう か ？

回路 ２が どう い う 効果 を 持ち な が ら， どう いう
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原因 に よっ て 実現 し続 ける か が重 要 であ る。 技 術

革新や流通革新を刺激し， それらによる生産性向

上， む だの 排 除 等に よっ て 実 現す るコ ス ト 縮減 の

あ らわ れ であ る ぶ んに は， 好 ま しい 回 路で ある。

こ れを 別 の回 路 と して もよ い が， 今 は， そ れも 回

路 １の 順 回路 に 含 める もの と する。

しか し， 上 記 の① → ②→ ③ →④ 叫 ① のサイ ク ル

が予定価 格絶対性のも とで有効 に作動す るとき

は， 合 理 性 のあ るコ ス ト 縮減 の 域 を越 えて ま で も

作 動 しつ づ ける 論 理 を内 包 して いる よ う にも 思 え

る の だ が。 どの 点 で どう いう 契 機 で望 ま しい１煩回

路に 戻 れる の だろ う か。

もち ろ ん実 際に 際 限な く こう した 工 方 向の サイ

ク ル が 続 く よ う な こ と は 現 実 に は 起 き な い だ ろ

う。 専 門工 事 業が 企 業 と して も産 業 と して も成 立

し なく な り， 建 設労 働 の生 活 破壊， 技能 破 壊が 生

じる事態になれば， 建設産業も公共工事も国土開

発や維持も破壊さ れることを意味するから部分約

な 破壌 は 生 じる と して も， い つ ま でも 回 路２ に留

ま るこ と はな い。 な ん らか の別 の 回 路に 向 かう こ

と にな る だろ う。 そ れ は どん な回 路 か？

先 に表 一１ で 挙 げた 幾つ か の望 ま しく な い循 環

回 路 に移 行す る こ とも 考 えら れる。 こ れら の好 ま

しく な い 回 路 につ い て も 検 討 して お く べ き で あ

る。 机上 の患 考 シミ ュ レ ー ショ ン しか でき な いか

も し れな い が， 衆 知を し ぼっ て研 究 して お く べき

だ ろう。 絶 の分 野や 諸 外 国の シス テ ム も調 査 し，

参 考 にす べき であ ろう。 筆者 の 知識 で は， 回 路亙

のような市場実態単価調査方式は世界的にみても

画期 的 なも の であ るよ う に 思う。

そ れ だ けに， 意 図 しな い 回路 ２ ない し回路 ６ の

よう な 方 向に 逸脱 す る可 能 性も 否 定 でき ない。 そ

れ以 外 の 逆回 路 もあ るか も 知 れな い。 そ れ らを 防

止， あ る いは 是 正 して， 建 築市 場 単 価方 式 が意 図

す る望 ま しい 回 路（た とえ ば前 記 ２．の（１）か ら（７）へ

の 正 循 環 回 路） に 近 づ け て い く に は ど う い う

チ ェ ック 機能 や 補 完機 能 を傭 えて お く べき だ ろう

か ？

４５


